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2010/01/12 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 
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AUD/ JPY 

1/5 
Tuesday 

アイスランドの大統領が英国やオランダの預金者に対する総額50億ドルの返済を義務付ける

法案の署名を拒否したことで、ポンド/円やユーロ/円が下落するのに伴い、豪ドル/円も下落

した(①)。 

1/6 
Wednesday 

豪11月の住宅建設許可件数が前月比+5.9％、前年比+33.3％と堅調な数字となったことを受

け、豪ドル/円が上昇した(②)。 

1/7 
Thursday 

豪11月の小売売上高が前月比+1.4％と、市場予想の+0.3%を大幅に上回ったことを受けて、

豪州中銀による２月利上げ観測が強まり、豪ドル/円が上昇した(③)。夕方に菅直人財務相

が「経済界からは(ドル/円相場は)90円台半ばあたりが貿易の関係で適切」と述べ、円売りが

強まったことも豪ドル/円を押し上げた。 

1/8 
Friday 

米12月の雇用統計の非農業部門雇用者数が市場予想を大きく下回ったことを受けてドル/円

が急落するのに伴い、豪ドル/円も急落した(④)。しかし、豪ドルが対米ドルで大きく上昇した

ことで、豪ドル/円は８日引けにかけて反発した。 

上昇要因（豪ドル高・円安） 下落要因（豪ドル安・円高） 

豪ドル/円 1/4～8の主な推移 

・日本と豪州の金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の後退 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

・豪州の金利先高観 

・原油・金などの資源価格の上昇(豪州は資源国) 

 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の下落 

・豪州の金利先高観の後退 

・米豪金利差縮小観測 

・原油・金などの資源価格の下落 

 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 

② 

③ 
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  今週の豪ドル/円は底堅く推移しそうだ。先週の豪州経済指標の発表を受けて、豪州経済の堅調な推移

が改めて示され、豪州の金利先高観が再浮上したことや、中国経済の順調な回復が示されたことで、豪ド

ルのファンダメンタルズは著しく改善している。 

 豪ドル/円は2009年の高値85.29円を突破し、中長期的なターゲットして90円が視野に入ってくるところであ

るが、上昇が持続するか否かは、豪州の利上げ観測が強まるのみならず、世界経済の回復が続く必要もあ

る。今週は、豪州の材料では14日の雇用統計、日米欧の材料では同じく14日の欧州中銀政策金利発表お

よび米小売売上高、15日の米銀大手J.P.モルガンチェースの決算発表がカギとなるだろう。   

 

                                                                                                         (予想レンジ: 83.80～87.50 円) 

 

                       

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

AUD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●AUD/JPY 1/8週足引値：85.65円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

豪ドル/円は55.52円（2009/02/02安値）から上昇しているが、高値更新がどこまで行くのか、もしくは75円を

割り込んで下落する動きとなるかが焦点となる。 

先々週、先週と引き続き上昇し、10/23の高値85.29円を更新して、高値86.01円（1/8）まで見た。取引値は20

日線（82.08円、1/8）、60日線（82.19円、1/8）を上回って推移している。 

ボリンジャーバンドは1/8現在、上限：85.82円～下限：78.33円であり、上限は取引値が押し上げる形で上昇

し、下限は下落する中、バンド幅は拡大している。買いに弾みがついた初動の動きにも見えるが、止まった

ところから買い進むのはリスクでもあるので、あまり大きくは買いで臨みたくはないところである。 

上値ポイントは、あえて挙げれば88.13円(2008/03/17週高値)であり、下値ポイントは、上掲の20日線の

ある箇所となる。 

http://gaitamesk.com 
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NZD/ JPY 

1/5 
Tuesday 

アイスランドの大統領が英国やオランダの預金者に対する総額50億ドルの返済を義務付ける

法案の署名を拒否したことで、ポンド/円やユーロ/円が下落するのに伴い、NZドル/円も下落

した(①)。 

1/6 
Wednesday 

豪11月住宅建設許可件数の発表を受けて豪ドル/円が上昇するのに伴い、NZドル/円も上昇

した(②)。 

1/7 
Thursday 

豪11月小売売上高の発表を受けて豪ドル/円が上昇するのに伴い、NZドル/円も上昇(③)。

夕方の菅直人財務相の発言で円売りが活発化したことも相まって、NZドル/円は８日朝にほ

ぼ２ヵ月半ぶり高値68.67円を記録した。 

1/8 
Friday 

米12月の雇用統計の非農業部門雇用者数が市場予想を大きく下回ったことを受けてドル/円

が急落するのに伴い、NZドル/円も急落した(④)。しかし、NZドルが対米ドルで大きく上昇した

ことで、NZドル/円は８日引けにかけて反発した。 

上昇要因（NZドル高・円安） 下落要因（NZドル安・円高） 

NZドル/円 1/4～8の主な推移 

・日本とNZの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

→クロス円（ユーロ/円、豪ドル/円など）の上昇 

・NZの金利先高観  

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→日米(主要国)株価の下落 

→クロス円（ユーロ/円、豪ドル/円など）の下落 

・NZ要人によるNZドル高けん制発言 

 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 

② 

③ 

④ 
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  NZ中銀が今年半ばから段階的に政策金利を引き上げる公算となっていることに加え、クロス円が軒並み

上昇基調で推移していることから、今週のNZドル/円はやや底堅く推移しそうだ。テクニカル的には、68円割

れ水準ではやや底堅く推移している一方、68.50円付近での上値の重さが示されており、先週同様、豪ドル/

円やドル/円の推移に左右される展開となりそうだ。 

  今週のNZのイベントは14日の住宅建設許可件数のみであり、NZドル相場への影響は限定的とみられる。

NZの重要なイベントは今月後半に集中しており、20日に第４四半期消費者物価指数、21日に11月小売売

上高、28日にNZ中銀政策金利発表が予定されている。         

                                                                                                       （予想レンジ：66.80～70.30円） 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

NZD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●NZD/JPY 1/8週足引値：68.23円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

NZD/円は44.18円（2009/02/02安値）から上昇し、69.69円（2009/10/23高値）まで見ているが、今後はこの

高値を更新して上昇するのか、もしくは60円を割り込んで下落する動きとなるかが焦点となる。 

先週NZD /円はもみ合いから上昇し、68.67円高値を1/8に見た。取引値は20日線（65.68円、1/8）、60日線

（65.57円、1/8）を上回って推移している。 

ボリンジャーバンドは1/8現在、上限：68.87円～下限：62.48円であり、上限は取引値が押し上げる形で上昇

し、下限は若干上昇する中、バンド幅は拡大している。 

先々週に続き、先週も上昇した。ここからの上昇余地はどれだけあるのか計り知れないが、上昇に息切れ

感が見られると調整圧力が高まるとも見られ、引き続き警戒は必要だと思われる。 

上値ポイントは、10/23高値の69.69円であり、これを上回ることができるかどうかが大きな焦点になる。下

値ポイントは、上記記載の20日線と60日線である。 

http://gaitamesk.com 
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ZAR/ JPY 

1/4 
Monday 

特段の材料のない中、年末からの強い推移が継続し、ランド/円は昨年来高値12.67円を記

録した(①)。 

1/5 
Tuesday 

アイスランドの大統領が英国やオランダの預金者に対する総額50億ドルの返済を義務付け

る法案の署名を拒否したことで、ポンド/円やユーロ/円が下落するのに伴い、ランド/円も下

落した(②)。 

1/6 
Wednesday 

豪11月住宅建設許可件数の発表を受けて豪ドル/円が上昇するのに伴い、クロス円が軒並

み上昇。ランド/円も上昇した(③)。 

1/7 
Thursday 

豪11月小売売上高の発表を受けて豪ドル/円が上昇し、クロス円が軒並み上昇したが、ラン

ド/円の伸びは鈍いものに留まった(④)。 

1/8 
Friday 

米12月の雇用統計の非農業部門雇用者数が市場予想を大きく下回ったことを受けてドル/

円が急落するのに伴い、ランド/円も急落した(⑤)。しかし、NZドルが対米ドルで大きく上昇し

たことで、ランド/円は８日引けにかけて反発した。 

上昇要因（ランド高・円安） 下落要因（ランド安・円高） 

ランド/円 1/4～8の主な推移 

・日本と南アの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

→クロス円（ユーロ/円など）の上昇 

・新興国への投資の機運の強まり 

・資源価格の上昇(南アは資源国) 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の下落 

→クロス円（ユーロ/円など）の下落 

・南ア中銀総裁のランド高けん制発言 

・南ア経済の減速 

・資源価格の下落 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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 今週のランド/円は方向感を模索する展開となりそうだ。ランドは対米ドルで先週５日にほぼ２ヵ月半ぶり高

値１ドル=7.2ZARを記録。この水準は、昨年半ばに南アフリカ中銀のムボウェニ総裁(当時)がランド高に懸

念を表明し、場合によっては市場介入も辞さない構えを示した水準よりもランド高水準であり、市場の警戒

感が強い水準となっている。 

 昨年のランド/円は12.50円付近では上値の重い状況が続き、７月１日の高値12.55円を大みそかに突破し

たのち、上値をトライする展開となったが、年始の取引では12.60円付近からの上値の重さが示された格好

となっている。 

 先週４日に記録した高値12.67円は2008年10月２日以来の高値であり、リーマンショックから間もない時期

に記録した値である。今後も世界経済、特に米国経済の回復基調が続くとの見方が強まれば、それに伴い

ランド/円も上値を伸ばす可能性が高いとみられるが、８日に発表された米雇用統計が予想を下回ったこと

で、米経済の回復期待は一旦は腰折れすると見られ、今週のランド/円が強く上昇する可能性は少ないだ

ろう。 

                                                                                                      （予想レンジ：12.18～12.58円） 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

ZAR/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●ZAR/JPY 1/8週足引値：12.54円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

先週の南アランド/円は2009/7/1の高値12.55円を更新して、12.67円の高値を1/4に見た。 

取引値は20日線（12.18、1/8）と60日線（11.99円、1/8）を上回っての推移となっているボリンジャーバンドは

1/8現在、上限：12.78円～下限：11.59円であり、上限は上昇、下限は横這いの中、バンド幅は拡大で推移し

ている。 

先週の上昇は強いものとなったが、上昇後に高値を更新する勢いが希薄なのが気になるところである。年

末の市場における仕掛け的な動きと言えるかもしれない。目先は下落しづらいのかもしれないが、年末年

始の仕掛け的上昇の可能性もあり、下落する相場に対しての注意は怠らずにいきたい。下値ポイントは20

日線のある12.18円近辺である。 

http://gaitamesk.com 
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経済指標カレンダー 

（1/11～14） 

1/11 ――
(月)16:45 (仏) 11月鉱工業生産 [前月比] -0.8％ +0.2％

16:45 (仏) 11月製造業生産指数 [前月比] -0.8％ ――
17:15 (スイス) 11月実質小売売上高 [前年比] +3.1％ ――
22:15 (加) 12月住宅着工件数 +15.85万件+16.05万件
22:30 (加) 11月住宅建設許可 [前月比] +18.0％ -1.5％
27:00 ○ (米) 10年物物価連動債入札（100億ドル） ―― ――

1/12  8:50 (日) 12月マネーストックM2+CD [前年比]+3.3％ +3.3％
(火) 8:50 (日) 11月貿易収支 +9490億円+4790億円

 8:50 (日) 11月経常収支 +1兆3976億円+1兆154億円
14:00 (日) 12月景気ウォッチャー調査 [現状判断DI]33.9 ――
14:00 (日) 12月景気ウォッチャー調査 [先行き判断DI]34.5 ――
16:45 (仏) 11月財政収支 -1348億EUR――
18:30 (英) 11月商品貿易収支 -71.08億GBP-70.00億GBP
22:30 (加) 11月新築住宅価格指数 [前月比] +0.3％ ――
22:30 (加) 11月国際商品貿易 +4億CAD +8億CAD
22:30 ○ (米) 11月貿易収支 -329億USD-349億USD
27:00 ○ (米) 3年物国債入札（400億ドル） ―― ――

1/13 16:45 (仏) 11月経常収支 -45億EUR ――
(水)16:45 (仏) 12月消費者物価指数 [前年比] +0.4％ +0.8％

18:30 ○ (英) 11月鉱工業生産 [前月比] ±0.0％ +0.3％
18:30 (英) 11月製造業生産高 [前月比] ±0.0％ ――
19:00 ○ (ユーロ圏) 11月鉱工業生産・季調済 [前月比]-0.6％ +0.6％
27:00 ○ (米) 10年物国債リオープニング入札（210億ドル）―― ――
28:00 (米) 12月月次財政収支 -1203億USD――
28:00 ○ (米) 米地区連銀経済報告（ベージュブック） ―― ――

1/14  6:45 (NZ) 11月住宅建設許可 [前月比] +11.7％ ――
(木) 8:50 (日) 11月機械受注 [前月比] -4.5％ +2.0％

 8:50 (日) 11月機械受注 [前年比] -21.0％ -9.9％
 8:50 (日) 12月企業物価指数・速報 [前月比] +0.1％ ±0.0％
 8:50 (日) 12月企業物価指数・速報 [前年比] -4.9％ -3.9％
 9:30 ◎ (豪) 12月失業率 5.7％ ――
 9:30 ◎ (豪) 12月新規雇用者数 +3.12万人 ――
16:00 (独) 12月消費者物価指数・確報 [前月比]+0.7％ +0.7％
16:00 (独) 12月消費者物価指数・確報 [前年比]+0.8％ +0.8％
21:45 ◎ (ユーロ圏) 欧州中銀金融政策発表 1.00% 1.00%
22:30 ◎ (米) 12月小売売上高 [前月比] +1.3％ +0.4％
22:30 ◎ (米) 12月小売売上高 [前月比：除自動車]+1.2％ +0.3％
22:30 ○ (米) 1/10までの週の新規失業保険申請件数43.4万件 ――
22:30 (米) 12月輸入物価指数 [前月比] +1.7％ -0.1％

東京休場（成人の日）

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー http://gaitamesk.com 
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経済指標カレンダー 

（1/15） 

※発表日時は予告なく変更される場合があります。 

※予定一覧は信頼性の高いと思われる情報を元にまとめておりますが、内容の正確性を保証するものではございませんので事

前にご留意くださいますようお願いいたします。 

1/15 19:00 ○ (ユーロ圏) 12月消費者物価指数・速報 [前年比]+0.5％+0.9％
(金)19:00 (ユーロ圏) 11月貿易収支 +88億EUR――

22:30 ○ (米) 12月消費者物価指数 [前月比] +0.4％+0.2％
22:30 ○ (米) 12月消費者物価指数 [コア：前月比]±0.0％ +0.1％
22:30 ○ (米) 12月消費者物価指数 [前年比] +1.8％+2.8％
22:30 ○ (米) 12月消費者物価指数 [コア：前年比]+1.7％+1.8％
22:30 ○ (米) 1月ニューヨーク連銀製造業景気指数 2.55 11.25
23:15 ○ (米) 12月鉱工業生産 [前月比] +0.8％+0.6％
23:15 (米) 12月設備稼働率 71.3％71.7％
23:55 ○ (米) 1月ミシガン大消費者信頼感指数・速報値 72.5 73.9

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 

 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー http://gaitamesk.com 


